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令
和
４
年
９
月

独
立
行
政
法
人 

水
資
源
機
構

　
理
事
長　

か
な　

 

お　

 　
け
ん　

 

じ

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
７
つ
の
水

系
（
利
根
川
、
荒
川
、
豊
川
、
木
曽
川
、
淀
川
、

吉
野
川
、
筑
後
川
）
に
お
い
て
、
ダ
ム
や
用
水

路
な
ど
の
施
設
を
適
切
に
建
設
･
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
生
活
や
産
業
の
基
盤
で
あ
る

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、
洪
水
な

ど
の
災
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
1
9
6
2
年
に
水
資
源
機

構
の
前
身
で
あ
る
水
資
源
開
発
公
団
が
発
足
し

て
か
ら
60
年
を
迎
え
ま
す
。
機
構
は
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
水
資
源
開
発
施
設
の
建
設
・
管
理

を
通
じ
て
、
我
が
国
の
国
民
生
活
の
安
定
、
社

会
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
８
月
の
豪
雨
で
は
、
中
部
地
方
の

木
曽
川
の
味
噌
川
ダ
ム
、
阿
木
川
ダ
ム
が
洪
水

調
節
を
行
い
、
牧
尾
ダ
ム
が
事
前
放
流
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
木
曽
川
の
洪
水
低
減
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ダ
ム
の
建
設
事
業

で
は
、
川
上
ダ
ム
は
試
験
湛
水
を
開
始
し
、
南

摩
ダ
ム
は
本
体
工
事
の
定
礎
式
を
行
う
な
ど
、

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
用
水
路
の
建
設
事

業
で
も
、
濃
尾
第
二
施
設
改
築
に
着
工
す
る
な

ど
、
事
業
を
進
捗
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
業
務
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、

環
境
に
配
慮
す
べ
き
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針

を
「
環
境
方
針
」
と
し
て
定
め
、
環
境
負
荷
の

低
減
と
良
好
な
環
境
の
保
全
、
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
取
組
を
計
画
的

か
つ
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
独
自
の
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
W
－
E
M
S
）
を
平

成
28
年
度
か
ら
全
社
に
お
い
て
運
用
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
「
環
境
方
針
」
に
基
づ
き
実
施

し
て
い
る
種
々
の
環
境
保
全
の
取
組
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
の
理
念
や
方

向
性
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
積

極
的
に
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
令
和
四
年
度 

環
境
報
告
書
」
は
令
和
３
年

度
に
実
施
し
た
環
境
保
全
の
取
組
の
状
況
を
お

伝
え
し
、
当
機
構
の
環
境
保
全
に
対
す
る
姿
勢

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、
計
画
的
に
業
務
を

運
営
し
つ
つ
、
環
境
保
全
の
取
組
を
一
層
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
利
水
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

早明浦ダムでのカヤック




